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 Previously the present authors') reported on the mycobacteria other than  tubercle bacilli isolated 

in the Mpilo chest hospital, Bulawayo, Rhodesia in the years  1969-1971. The purpose of the 

present study is to report on the species of the mycobacteria in the hospital during the 4 years' 

period from 1970 to 1973, and to compare the species in Rhodesia with the species in Japan. 
The study was undertaken in an aim to concern the ecology of mycobacteria. 

 Screening for mycobacteria other than  tubercle bacilli was carried out by the following three 

methods: (1) niacin test2); (2) PNB medium3); (3)  NH2OH medium4) (Ogawa egg medium 

containing  0.125  mg/m/  NH20H•HC1). If test strain gave negative reaction in the niacin test or 

positive growth on either PNB medium or  NH2OH medium or both, the strain  wa, sent to the 

Chubu Chest Hospital by air mail and identified according to the methods described  previously'). 

Screening for mycobacteria other than tubercle bacilli in Japanese hospitals was carried out only 

by PNB medium. 

 Distributions of the species isolated are shown in Tables 1 and 2. The result of the co-

operative study group of the Japanese national chest hospitals (11 hospitals) in the year  1971-, 

 19726) was added to table 2 for the purpose of comparison. 

 Distribution of the species in Japanese hospitals are similar to each other (Table 2). The most 

frequently occurring mycobacterial species is the species M. avium-intracellulare complex. The 

percentage of this species among total mycobacterial strains other than tubercle bacilli ranged 

from 77.0% to 81.2%. In contrast to these values, the percentage of this  organism in the Mpilo 

chest hospital was  39.7%. 

 Significant differences between the strains isolated in Rhodesia and those isolated in Japan are 

as follows: (1) Occurrence of M.  avium-intracellulare complex is much  le,s frequently in 

Rhodesia; (2) M. nonchromogenicurn-terrae-triviale complex is much more frequently seen in

* From the Mpilo Chest Hospital , Bulawayo, Rhodesia, and National Sanatorium Chubu Chest 

 Hospital, Obu, Aichi 474 Japan.
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Rhodesia;(3)ルf4》ara/oプ 加 ガ敵 〃zcomplexisisolatedmOrefrequentlyi!lRhodesla;(4)M.kansasii

hasnotbeenisolated沁Rhodesia;(5)ハlbcardiahasbeenisolatedinRhodesia,whereasithas

notbeenisOlatedinJapa登.

Differe擁cesi魏afewcharacteristicsofM｡avium-itraぐe〃ttlarec◎mplexbetweenRh◎desian

isolatesandJapa捻eseisolateswereobserved.TheRhodesia捻isolatesus雛allywereunabletogrow

at45℃,whereasthemalorityoftheJapaneseisolateswereabletogrowatthistempera加re.

Previ◎ 這sly,TsukamuraandMizuno6)reportedthattherewasacorrelationbetweenthetempera-

turerangeforgrowthandtheutilizationofn正a鷺diso-butanolsasthesolesourceofcarbonin

thepresenceofammo益iacal難itmge難.Suchcorrelationwasobservedalsointhepresentstudy

(Table3).

Inco嶽clusion,considerabledifferencesofthespeciesofmycobactαiainRhodesiaandinJapan

havebeenobserved,a簸ddifferencesincharacteristicsofノ ㌧f.avium-intrace〃ularecomplexalso

wereobserved.

1)Tsukamura,M.,Gane,N.F.F.,MillsA.,a擁dKing,L:T曲ercle,53:205,1972.

2)Ko轟no,K.lScience,124:985,1956｡

3)Tsukamura,M.,andTsukamura,S.=Tubercle,45:64,1964.

4)Tsukamura,M.:J.BacteτioL,90:556,1965｡

5)C｡-operativeStudyGroupoftheJapaneseNationalChestHospitalsonMycobacterioses:

Kekkaku,48:203,1973.

6)T$ukamura,M.,andMizun◎,S.:Kekkak疑,46:197,1971.

緒 言

RhodesiaのMpiloChe$tHospitalで1969～1971年

に分離された抗酸菌については前に報告 した1)e今 回は,

そ の後に行つた研究の結果を含めて,1970年1月 から

1973年12月 までの4年 間に分離された抗酸菌の同定結

果 を報告する｡「非定型」抗酸菌(結 核菌以外の抗酸菌)

の起原については,最 近,環 境(水,土 壌,ち り)と す

る考えが有力であるので念),世 界各地の抗酸菌の菌種分

布が,そ の土地の非定型抗酸菌症と関係していると想像

される｡し たがつて菌種の地理的分布についての生態学

的研究を行うことは有意義と思われる｡本 報では,こ の

ような意図のもとに,ア フリカ南部 に位するRhodesia

で分離 された抗酸菌と日本で分離された抗酸菌の比較研

究を行つた.

研 究 方 法

MpilQChe$tHospitalに おける喀疾の処理 法,抗 酸

菌の分離培養法については前に報告 した、 日本の胸部疾

患病院の代表 としては,国 立療養所東京病院および国立

療養所中部病院で分離 された抗酸菌について研究 した、

また全国の傾向を示す指標 として,国 立療養所非定型抗

酸菌症共同研究班3)の1971年6月 ～1972年3月 の1年

間の成績を引用した、東京病院および中部病院における

菌の分離法および非定型抗酸菌のscreening法 について

は 前 に報 告 した3)eい ず れ もPNB培 地4)に よつ て い る｡

MpiloChestHospitalに お け る非 定 型 抗 酸 菌 のscre・

eningの 方 法 は 次 の ご と くで あ るescreeniR9は 次 の3

法 に よつ た｡(1)niacintest5),(2)PNB培 地(P-nitro一

benzoicacidをO.5mg/mlの 割 合 に 含 む1%小 川 培

地)4),(3)NH20H培 地6)(NH20H・HCIを0.125mg/ml

の割 合 に含 む1%小 川 培 地)｡上 記 の3方 法 のい ず れ か

で非 定 型 抗 酸 菌 で あ る こ とが 示 さ れ た場 合(niacintest

陰 性,PNB培 地 ま たはNH20H培 地 発 育 陽性)は,そ

の菌 株 を航 空 便 で 国療 中部 病 院 に 送 付 し,菌 種 の同 定 を

行 つ た.同 定 の方 法 は 既 報 の方 法3)に よつ たeRhodoch-

「ousgr◎llP(Go「dondi)お よび2>bCCtrdiaの 定 義 は 既 報

に よつ た7)s)e

成績および考察

MpiloChestHospitalで 分離された抗 酸菌の同定成

績を表1に 示す、表2に 日本の病院で分離された抗酸菌

の同定成績を比較のために示 した、 日本で分離された抗

酸菌の菌種は,国 療東京病院と国療中部病院とで著しい

差はない(M.kansasiiは 例 外)｡ま た国療共同研究(11

施設)の 成績でも著しい差はないeし かしMpiloChest

Hospitalで 分離された菌種の分布と日本で分離された菌

種の分布の間には,か な り判然 とした差がみ られる.

M.avium-intracellulareの 百分率は,Rh◎desiaの

病 院で39.7%で あ るのに対して,日 本の病院では77.0



1975年5月 133

Table1. Species◎fMycebacteria◎therthanTubercleBac川i

MpiloChestHospital,Bulaway◎,Rhodesia

Isolatedinthe

Species

Numberofstrains

1970 ユ971 1972 1973 Total %

M.kanSCtsii

M.5ぴ 《7julaceum

M.9・rdonae

M.s2ulgai

GroupIIuBidentifiable

Mavittm-intrace〃ulare

Mnonchr・ 〃z・genicum

GroupIIIunident孟able

Mflavescens

M/brtuitum

M.chelenei

ハ4.Paraフe〈)rtuitumcomplex*

M.obuense

Rhod◎chrOusgro鷲p

Nocardiα

0

1

2

0

3

1

4

0

0

4

0

6

0

1

0

ー

ウ
詣

-

Total 62

0

1

4

0

0

9

8

1

2

7

0

3

1

0

1

2

1

0

2

4

0

0

9

4

1

5

3

0

9

0

0

2

1

67 49

0

7

5

0

1

7

2

Q

O

2

1

6

0

1

0

n∠

-

0

1

5

0

4

5

8

2

7

6

1

4

1

2

3

1

2

Q
♂

3

1

3

0

6

4

0

6

7

8

8

9

6

4

2

4

8

2

サ

の

の

の

サ

き

サ

サ

び

リ

サ

サ

サ

ロ

　

0

4

0

0

1

9

5

0

2

6

0

4

0

0

1

壕三

3

1

1

61 239 100.0

*Includiτ19～ レ託auア 震夢勿
,M7ノ まoごiesiae,e'`.

Table2.Comparison◎ftheMycobacterialSpeciesbetweenRhodesiaR

Is()latesandJapaneseIsolates

Species

NumberOfstrains(%)

MpiloChe$t{

HOI轍 鯉esi「
Toky()Chest

Hospita1,JapaR

1971～1973**

ChubllChest

Ho$pital,知pa織

1971～1973*

M｡kansαsii

M5ぴefulaceecm

M.gord・nae

Msu2ulgai

GroupIIunidentifiable

M.avium-intracellulare

M.n・nchrem・genicam

GroupIIIunidαntifiable

M㌦fiavescens

MプbrtUttum

M.chelenei

M.∫ 》araノ「ertu～tumcomplexa)

Mobttense

Rhodochrou$g沁up

ハ「ecardia

0

1

5

0

4

5

8

2

7

6

1

4

1

2

3

1

2

Q4

3

1

3

(0.0)

(4｡6)

(10.4)

(0｡0)

(1｡6)

(39.7)

(15.8)

(0｡8)

(2｡9)

(6.6)

(0.4)

(14.2)

(0.4)

(0.8)

(12)

C◎ 一()perativεStudy

Gr()慧P.Japarヒ

1971聯

10(3.8)

2(0.7)

32(12.1)

0(0.0)

0(0.0)

203(77.1)

5(1.9)

1(0.4)

0(0｡0)

6(2.3)

O(0.0)

O(0.O)

0(0.0)

4(L5)

0(0.O)

0

6

2

1

1

7

0

1

0

2

1

3

0

5

0

1

6

1

2

2

(0.O)

(1｡8)

(3.6)

(0.3)

(0.3)

(81｡2)

(3｡O)

(0.3)

(O.0)

(0.6)

(o.3)

(0.9)

(0.○)

(7.6)

(o｡O/

2

1

7

0

0

7

1

0

Q

1

2

0

0

5

0

ウ
卸

9

1

1

1

(0.8)

(0.4)

(10.5)

(0.O)

(O.Q)

(77.0)

(4.3)

(o.○)

(O.0)

(4.3)

(0.8)

(Q.O)

(O.0)

(2.0)

(Q.O)

Total 239(1QQ.0) 263(100.0) 329(100.○) 256(100.O)

a)IRcluding!砿o舞7解 摺,砿rhodesiae,etc.

*1§01at¢dbymO賊hlyexami捻atio貸$.

壌*Isol飢edbyをx菰mi織ati◎nsm議del捻June,September, DecemberandMarch｡
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～81 .2%で 著 し く高 い｡

一一方M .nonchromegenicumterrae-trivialeの 百 分

率 は,Rhodesiaで15.8%,日 本 で1.9～4｡3%で,

Rhodesiaの 方 が大 分高 いe

そ の他 で は,Rhodesiaに 多 い のが,M.Parafortuitum

complexで あ る｡そ の反 対 に,M.kansasiiは1株 もみ

つ か らな か つ た｡

本 研 究 で は,抗 酸 菌 の 他 に,疾 の アル カ リ処 理 に 耐 え

て 生 存 す る 類 縁 微 生 物 のRhodochrousgroupお よび

Nocardiaも 含 め た が,2>bcardiaは 少 数 なが らRh◎desia

で 分 離 され た が,日 本 で は疲 の 中 か らは1株 も分 離 され

な か つ たeた だ し,こ れ は 日本 で はN伽r読 α が 全 く

分 離 され な い とい う意 で は な く,比 較 的 に 頻 度 が 低 い と

い うこ とで あ る｡筆 者 の経 験 で も まれ なが ら分 離 され た

こ とが あ る｡

M.avium-intracellttlarecomplexは,日 本 で もRho・

desiaで も最 も頻 々見 出 され た菌 種 であ るが,同 じ菌 種

とは い え,日 本 とRh◎desiaで は若 干 性 状 に差 が あ る｡

発 育 温 度 域 は,抗 酸 菌 の性 状 と し ては 最 も安 定 し た も の

の1つ で あ るが,日 本 分 離 株 で は45｡Cに 発 育 可 能 の も

の が 多 く,86.7～88.8ftま でが45℃ に 発 育 す る｡一 方

Rhodesia分 離 沫 て は,45℃ に 発育 可能 な もの は25.3

%に す ぎず,こ の点 で著 し い差 が あ る｡先 に 東 村 ・水

野9)はM.intraeellttlαreの 発 育 温 度 域 とbutanols〈n-

butanolお よびiso-butanol)のC源 と して の利 用 能 に あ

る程 度 の 相 関 関 係 が あ る こ と を報 告 し たが,今 回 の 成 績

で も同様 な 傾 向 が み られ た.日 本 分 離 の菌 株 で は 大 部 分

が45｡Cに 発育 し,し か も,そ の 中 の 大部 分 がbutanols

を利 用 す る｡一 方Rhodesia分 離 の菌 株 で は,大 部 分 が

45℃ に 発 育 せ ず,し か も,そ の 中 の大 部 分 がbutanols

結 核 第50巻 第4・5号

をC源 として利用しない｡こ のように,同 じMaviecm-

intracellulareで も,日 本分離のものとRhodesia分 離

のものでは若干性状に差があることが注目される、

以上のように,日 本 とRhodesiaで,抗 酸菌の菌種分

布に差があり,ま た同じ菌種でもその性状の頻度に差が

あることは,抗 酸菌の菌種分布が地域によつて違 うこと

を示唆 している｡そ して,こ れ らの差が,そ れぞれの地

域の非定型抗酸菌症の様相に差を生 じていることが想像

される｡

結 論

Rh◎desiaのMpiloChestHospitalで1970年 ～1973

年 の4年 間 に 分 離 され た抗 酸 菌(結 核 菌 を 除 く)を,

1971年 ～1973年 に 国 療 中部 病 院 お よび 国療 東 京 病 院 で

分 離 され た抗 酸菌 と比 較 し た.

Rhodesiaで はM.aviecm--intracellularec｡mplexの

分 離 の率 は約40%で,日 本 に お け る分 離 率 約80%に 比

較 し て 著 し く少 な い｡一 方Mnonchromogenicum-

terrae-trivialecomplexの 分 離 の率 は16%で,日 本 に

お け る2～4%よ り高 いeま たM.Parafortuitum

c◎mplexの 分 離 の 率 もRhodesiaで は14%,日 本 では

0～1%で あつ た｡

同 じ菌 種 に 属 す るM.avizgm-intracelluJarecomplex

で も,Rhodesia分 離 株 は大 部 分 が45｡Cに 発 育 せ ず,

ま たbutanolsをC源 と して 利 用 しな い の に対 し て,日

本 分 離 株 は大 部 分 が45℃ に 発 育 し,butanolsをC源

と して利 用 す る点 で,か な りは つ き りし た 差 が み ら れ

た｡

国療東京病院分離株は,国 立療養所非定型抗酸菌症共

Table3.Comparis◎n◎fRangeofGrowthTemperaωrea籍dUtilizatiQnofButanols

asSolecarbQnS◎urcebetweenRhodesianIsolatesandJapaneseIsolates◎f

Mintrace〃 駕1αプ8一側 祝〃zCQmplex

ll Number・f$trains(%)

Growthat450C(十)

S⑪urce《)fstrains
lUtilizationofbutan◎1s
lasCso隻 ユrce

(+) (一)

Growthat45ec(一)

Utilizationofblltanols
asCSQurce TotaI

(+) (一)

MpiloChestHo$pital,Bulaway◎,Rhodesia*

TokyoChestH◎spital,Tokyo,Japan**

ChubuChestH◎spital,Aichi,Japan*

9(12.0)

179(74.3)

177(66｡3)

i10(13.3)

130(12.4)

i60(22.5)

20(26.7)

11(4.6)

3(1.1)

36(48.0) 75(100.0)

21(8.7)i241(100｡0)

ミ
27(10.1)1267(100.0)

一」

雰S亡rai篇sisolatedi難JaRuary1971tQDecember1973｡

雰*Str議i難si$o1at¢dinJ縫 捻e1971toJ雛 酒e1974.

Remark｡Peτ ¢e譲 鋸esofthe$tr議i臓$th就areablet◎growat450C識mo籍9之hestr盆i聡ls◎1atedi職theToky(》Chest

Hospit撮 飢竃dtheCh犠buChe$tH◎spitalare86・7%a諏d8&8%・respectively・whereaspercentageof$縫chstraiRsamo繋9

thestズai捻$i§01飢edintheMp日oChe慧tHo$pltalisonly25・3%Therearehighly$ignificantdiffereRcesb甦w¢e篇the

P¢ どce漁tagesinJ隷pane$¢hospital$爲!竃dRh◎desianhOsp三ta1(Pislessth議nO・1%by驚sq疑ar{きtest)・
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同研究班の共同研究の一環として,同 定のために著者の

もとに送 られたものである.国 療東京病院の下出久雄博

士のご好意に謝意を表する.
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